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農
村
経
営
研
究
会
は
７
月
31
日
～
８
月

２
日
、
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ
（
北
海
道
当
別

町
）
代
表
取
締
役
の
小
谷
栄
二
氏
の
協
力

で
、
北
海
道
の
当
別
町
・
十
勝
地
方
の
視

察
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。
野
生
動
物
と
家

畜
の
共
生
を
目
指
し
た
小
谷
氏
を
中
心
と

す
る
取
り
組
み
と
、
そ
れ
に
共
感
す
る

人
々
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
創
り
ツ
ア

ー
で
あ
る
。
今
回
の
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
き
っ
か
け
は
２
月
15
日
に
行
な
わ
れ

た
定
例
会
で
の
小
谷
氏
の
講
演
に
あ
っ

た
。農

村
経
営
研
究
会
で
は
こ
れ
ま
で
た
び

た
び
畜
産
と
獣
害
の
話
題
が
上
っ
て
い

た
。
福
島
県
の
降
矢
敏
朗
氏
に
よ
る
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
た
放
牧
養
豚
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
松
尾
雅
彦
氏
が
提
唱
し
て
い
る

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
構
想
、
本
誌

の
国
産
飼
料
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

の
提
案
な
ど
を
受
け
、
地
域
に
お
け
る
畜

産
の
果
た
す
重
要
な
役
割
が
話
し
合
わ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
獣
害
の
問
題
は
、
ジ
ビ

エ
と
し
て
の
用
途
が
広
ま
る
一
方
で
、
捕

獲
の
困
難
さ
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
新
た
な
可
能
性
を
示
し
た
の
が

小
谷
氏
の
講
演
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

風
土
と
調
和
す
る
畜
産
動
物
と
野
生
動
物

の
管
理
の
あ
り
方
、
ひ
い
て
は
持
続
可
能

な
農
村
の
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
提
唱
す
る

も
の
だ
っ
た
。

小
谷
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
電

気
牧
柵
を
使
っ
た
管
理
放
牧
の
技
術
を
日

本
に
導
入
し
た
立
役
者
で
あ
る
。
１
９
８

５
年
に
設
立
し
た
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ
は

「
フ
ェ
ン
ス
で
日
本
の
農
業
を
変
革
す
る

夢
」
を
創
業
精
神
に
掲
げ
、
畜
産
動
物
・

野
生
動
物
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
電
気
柵

な
ど
の
農
業
資
材
の
開
発
・
販
売
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
放
牧
シ
ス
テ
ム
の
提

案
・
普
及
を
事
業
対
象
と
し
て
い
る
。
乳

牛
の
み
な
ら
ず
、
肉
牛
や
豚
、
羊
や
山
羊

な
ど
の
管
理
放
牧
の
技
術
も
提
案
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
谷
氏
自
身
は
一
般
社
団
法

人
エ
ゾ
シ
カ
協
会
に
参
画
し
、
エ
ゾ
シ
カ

の
捕
獲
か
ら
加
工
ま
で
を
産
業
と
し
て
成

立
さ
せ
る
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

視
察
団
は
小
谷
氏
の
案
内
で
、
畜
産
動

物
と
野
生
動
物
の
管
理
や
持
続
可
能
な
農

村
の
暮
ら
し
に
携
わ
る
人
々
を
訪
ね
た
。

以
下
、
主
な
視
察
先
を
紹
介
す
る
。

▲

7月31日～ 8月2日
　（北海道当別町・十勝地方）

農村経営研究会視察ツアー
「野生動物と家畜の共生を目指し」

持続可能な地域創りを学ぶ
小谷栄二氏

十勝しんむら牧場
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１
日
目（
７
月
31
日
）
当
別
町

当
別
町
に
新
風
を 

吹
き
込
む
移
住
者
た
ち

視
察
団
は
初
日
、
新
千
歳
空
港
か
ら
車

で
約
１
時
間
北
上
し
、
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ

の
あ
る
当
別
町
へ
向
か
っ
た
。
当
別
町
は

石
狩
地
方
に
位
置
し
、
南
北
に
細
長
く
北

部
に
は
山
地
、
南
部
に
は
平
野
が
広
が
る

町
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ
は
山
地
と

平
野
の
ち
ょ
う
ど
境
に
あ
っ
た
。

こ
の
日
は
、
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ
周
辺
に

移
住
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
で
き
た
い
わ
ゆ

る
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
を
視
察
し
た
。
エ
コ
ビ

レ
ッ
ジ
と
は
世
界
各
地
に
あ
る
社
会
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
、「
環
境
負
荷
の
少

な
い
暮
ら
し
」
と
「
お
互
い
に
支
え
合
う

仕
組
み
」
を
求
め
る
人
々
が
作
る
、
持
続

可
能
な
新
し
い
社
会
の
モ
デ
ル
を
目
指
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共
同
体
）
で
あ
る
。

当
別
町
の
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
小
谷
氏

が
農
業
・
農
村
の
変
革
の
た
め
に
提
案
し
、

約
17
年
前
に
建
築
な
ど
の
専
門
家
ら
と
と

も
に
計
画
し
た
も
の
だ
。
移
住
者
を
募
集

す
る
と
初
め
に
２
、
３
軒
が
移
住
し
た
。

そ
の
後
は
北
海
道
内
外
か
ら
続
々
と
移
住

者
た
ち
が
集
ま
り
、
現
在
約
50
軒
に
達
し

て
い
る
。
丘
陵
地
に
沿
っ
て
長
さ
約
３
㎞

に
わ
た
っ
て
建
ち
並
ぶ
家
々
は
自
然
と
調

和
し
た
独
特
の
景
観
を
生
み
出
し
て
い

る
。移

住
者
た
ち
は
多
彩
な
職
業
に
就
き
な

が
ら
、「
農
」
に
携
わ
る
暮
ら
し
を
始
め
、

当
別
町
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。
視
察
団

が
最
初
に
訪
ね
た
移
住
者
は
、天
然
酵
母
・

無
添
加
の
パ
ン
屋
「
ノ
ル
ト
エ
ッ
セ
ン
」

を
営
む
早
川
哲
雄
氏
で
あ
る
。
早
川
氏
は

35
年
前
、
日
本
で
初
め
て
無
添
加
の
パ
ン

を
作
っ
た
人
物
で
あ
る
。
札
幌
市
で
20
年

店
を
営
ん
で
き
た
が
、
自
然
豊
か
な
風
土

の
な
か
で
パ
ン
を
作
り
た
い
と
考
え
て
当

別
町
に
移
住
し
た
。
そ
れ
か
ら
15
年
、
天

然
酵
母
を
採
取
し
、
発
酵
か
ら
熟
成
ま
で

独
自
の
技
術
で
パ
ン
作
り
を
追
求
し
続
け

て
い
る
。
ノ
ル
ト
エ
ッ
セ
ン
の
パ
ン
は
全

国
の
百
貨
店
か
ら
引
き
合
い
が
絶
え
な
い

と
い
う
。

次
に
訪
ね
た
の
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
林
田
ヨ
シ
キ
氏
の
一
家
で
あ

る
。
夫
婦
で
雑
貨
屋
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経

営
し
つ
つ
、
山
際
で
数
頭
の
羊
を
飼
っ
て

い
る
。
農
の
あ
る
暮
ら
し
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
ー
の
一

家
だ
。
夜
に
開
催
さ
れ
た
当
別
町
の
人
々

と
視
察
団
と
の
交
流
会
で
は
、
高
校
生
の

息
子
が
こ
の
羊
や
地
域
の
野
菜
を
使
用
し

た
料
理
を
作
っ
て
振
る
舞
っ
た
。

交
流
会
で
は
、
自
身
も
移
住
者
で
あ
る

宮
司
正
毅
町
長
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
当
別
町
の
農
業
は
強
い
。
今
後
は
10
年

ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
さ
ら
に
個
々
の
農
業
者

が
協
力
し
合
い
、
２
次
産
品
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
」

農
村
経
営
研
究
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
松

尾
雅
彦
氏
は
交
流
会
の
参
加
者
に
次
の
よ

う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

「
日
本
で
は
起
業
の
目
的
は
利
益
だ
が
、

米
国
で
は
使
命
で
あ
る
。
今
日
こ
こ
に
集

ま
っ
た
当
別
町
の
チ
ー
ム
は
、
地
域
に
ど

う
役
に
立
つ
か
、
使
命
感
を
持
て
ば
成
功

で
き
る
だ
ろ
う
」

1：ファームエイジの敷地。背後に見える丘陵地が当別町内に連なっている。小谷氏は、
この丘陵地と人里の間の耕作放棄地に電気柵を使って家畜を放牧し、丘陵地に棲む野生
動物との緩衝地帯を設けたいと考えている。2：エコビレッジに建てられた移住者の家。 
3：ノルトエッセンの早川哲雄氏。4：視察団の昼食のノルトエッセンの無添加のクルミ
入りパン。クルミの酵母を使用。5：移住者の林田夫妻が営むレストラン（左奥）と雑貨
屋（中央手前）および住居（右奥）。6：移住者のシンガーソングライター林田ヨシキ氏。
7：当別町の人々と視察団の交流会。8：当別町内の通称スウェーデンヒルズ。移住者た
ちが統一感のある美しい街並みを形成している。当別町はスウェーデン王国レクサンド
市の姉妹都市でもある。
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２
日
目（
８
月
１
日
）
当
別
町
・
恵
庭
市

害
獣
と
し
て
の
鹿
か
ら
、 

食
と
し
て
の
鹿
へ

２
日
目
、
当
別
町
で
フ
ァ
ー
ム
エ
イ
ジ

の
電
気
柵
を
使
い
、
圃
場
の
獣
害
対
策
を

し
て
い
る
野
口
博
志
氏
の
圃
場
を
視
察
し

た
。
野
口
氏
が
営
ん
で
い
る
水
田
５
ha
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
畑
１
ha
は
山
沿
い
に

あ
り
、
獣
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
畑
の
周
囲
に
約
８
０
０
ｍ
の
電
気
柵
を

設
け
、
エ
ゾ
シ
カ
や
キ
ツ
ネ
、
ア
ラ
イ
グ

マ
な
ど
の
野
生
動
物
の
侵
入
を
防
い
で
い

る
。次

に
向
か
っ
た
の
は
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲

現
場
で
あ
る
。
現
地
で
北
海
道
認
定
鳥
獣

捕
獲
等
事
業
者
で
あ
る
シ
ン
カ
ン
の
社

長
、
向
井
正
剛
氏
に
話
を
聞
い
た
。
シ
ン

カ
ン
は
猟
友
会
の
当
別
支
部
と
と
も
に
当

別
町
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
25
人
の
ハ
ン
タ
ー
が
所
属
し
て

お
り
、
昨
年
度
は
当
別
町
内
で
１
２
０
頭

を
捕
獲
し
た
。
昨
年
10
月
に
は
農
林
水
産

省
補
助
事
業
で
「
囲
い
罠
」
と
呼
ば
れ
る

捕
獲
用
の
罠
を
設
置
し
、
ビ
ー
ト
の
糖
蜜

や
米
ぬ
か
を
餌
に
囲
い
の
中
に
エ
ゾ
シ
カ

を
誘
い
込
み
、
出
入
口
の
扉
を
閉
め
る
と

い
う
仕
組
み
で
エ
ゾ
シ
カ
を
生
け
捕
り
に

し
て
い
る
。

15
年
５
月
、
当
別
町
に
エ
ゾ
シ
カ
の
確

保
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
事
業
化
し
た

会
社
が
立
ち
上
が
っ
た
。
岩
間
勝
氏
が
代

表
取
締
役
を
務
め
る
ジ
ビ
エ
工
房
で
あ

る
。
視
察
団
は
加
工
所
と
直
売
所
を
視
察

し
、
岩
間
氏
の
話
を
聞
い
た
。

ジ
ビ
エ
工
房
で
は
社
員
の
ハ
ン
タ
ー
と

契
約
ハ
ン
タ
ー
が
確
保
し
た
エ
ゾ
シ
カ
を

精
肉
と
加
工
肉
の
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
ハ
ム
、

バ
ー
ガ
ー
、
唐
揚
げ
な
ど
に
加
工
し
て
い

る
。
安
全
な
肉
を
確
保
す
る
た
め
、
首
か

ら
上
を
撃
つ
「
ネ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
ト
」
と
呼

ば
れ
る
狩
猟
方
式
の
み
に
限
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
野
生
鳥
獣
肉
の
衛
生
管
理
に

関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、
銃
で
撃
っ
て
か

ら
１
時
間
半
以
内
に
処
理
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
岩
間
氏
は
獣
害
対
策
で
捕
獲
し

た
エ
ゾ
シ
カ
を
焼
却
処
分
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
食
に
活
か
す
た
め
の
事
業
に
挑

戦
し
た
。

現
在
、
エ
ゾ
シ
カ
の
捕
獲
量
と
市
場
の

需
要
量
、
良
い
品
質
の
肉
を
提
供
す
る
た

め
の
加
工
所
の
人
材
育
成
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
苦
慮
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
野
生
動
物
を

事
業
に
す
る
難
し
さ
と
捉
え
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
と
進
も
う
と
し
て
い
る
。

一
行
が
次
に
向
か
っ
た
の
は
恵
庭
市
に

あ
る
「
え
こ
り
ん
村
」
で
あ
る
。
え
こ
り

ん
村
は
、
び
っ
く
り
ド
ン
キ
ー
な
ど
の
飲

食
店
を
経
営
す
る
㈱
ア
レ
フ
が
、
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
動

植
物
と
触
れ
合
え
る
場
を
提
供
し
て
い
る

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
。
え
こ
り
ん
村
で

は
畜
産
も
営
ん
で
お
り
、
電
気
柵
を
使
っ

て
豚
や
羊
を
放
牧
し
て
い
る
。
視
察
団
は

平
場
で
放
牧
さ
れ
て
い
る
子
豚
や
、
山
林

の
な
か
で
放
牧
さ
れ
て
い
る
母
豚
の
様
子

な
ど
を
視
察
し
た
。 9：野口氏の畑に張った電気柵。ソーラーパネルで発電し、充電コントローラーでバッテリー

に充電し、パワーボックスでパルスに変換して約 1.5 秒間隔で出力している。長距離になる
ほど抵抗値が高すぎると途中で草などに触れて漏電するため、ワイヤーには通電性が良い銅
線を選択した。ファームエイジでは距離や用途によって適切な出力エネルギーの機器や資材
を提案している。10：エゾシカ。11：シンカンが管理している囲い罠。12：直売所で販売し
ているエゾシカの加工肉。13：加工所で視察団に説明するジビエ工房代表取締役の岩間勝氏

（左）。14：子豚の放牧場には約 100 頭が飼育されており、生後３カ月を過ぎたら屋外で放牧
している。15：母豚の候補が放牧されている山林。電気柵で広いエリアを囲い、豚が草を食
べながら自由に動き回って運動できるようにしている。山のふもとには濃厚飼料の給飼場が
設けてある。雪が積もる冬でも屋外で放牧している。

9

11

13

15

10

12

14



65 農業経営者 2017 年 9 月号

３
日
目
（
８
月
２
日
）

放
牧
か
ら
加
工
製
品
ま
で 

こ
だ
わ
り
の
食
に 

挑
戦
す
る
人
々

３
日
目
は
、
十
勝
地
方
に
向
か
い
、
初

め
に
上
士
幌
町
に
あ
る
十
勝
し
ん
む
ら
牧

場
を
訪
ね
た
。
十
勝
し
ん
む
ら
牧
場
は
、

放
牧
に
よ
る
酪
農
業
を
軸
に
、
乳
処
理
か

ら
乳
製
品
の
加
工
・
販
売
、
菓
子
製
造
、

飲
食
店
を
営
ん
で
い
る
。
現
在
、
経
営
面

積
は
草
地
80 

ha
と
山
林
25 

ha
、
経
産
牛
約

85
頭
、
総
頭
数
は
約
１
４
０
頭
に
な
っ
て

い
る
。

代
表
取
締
役
の
新
村
浩
隆
氏
は
、
で
き

る
限
り
牛
や
環
境
に
負
荷
を
か
け
な
い
酪

農
業
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
。
牛
は
牧
草

を
主
と
し
、
輸
入
穀
物
飼
料
の
量
を
抑
え 

て
い
る
。
牧
草
地
は
施
肥
と
牛
糞
の
微
生

物
分
解
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。ま
た
、

畜
舎
は
バ
イ
オ
ベ
ッ
ド
方
式
を
導
入
し
て

お
り
、
開
放
さ
れ
た
畜
舎
で
も
牛
が
冬
で

も
暖
か
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
牛
糞

は
堆
肥
化
し
て
近
隣
の
農
家
に
提
供
し
て

い
る
。
視
察
団
が
驚
い
た
の
は
こ
の
堆
肥

の
臭
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

新
村
氏
は
、
牧
場
に
隣
接
す
る
山
林
を

活
用
し
、
豚
の
放
牧
も
始
め
た
。
現
在
11 

ha
を
電
気
柵
で
囲
い
、
そ
の
な
か
で
28
頭

を
放
牧
し
て
い
る
。
繁
殖
中
の
豚
を
含
め

る
と
計
１
１
０
頭
に
な
る
。
豚
を
始
め
た

動
機
は
お
い
し
い
ベ
ー
コ
ン
が
食
べ
た
か

っ
た
か
ら
と
い
う
も
の
で
、
劣
悪
な
環
境

で
肥
育
す
る
よ
り
も
牛
と
同
じ
よ
う
に
放

牧
で
肥
育
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

放
牧
は
飼
料
の
コ
ス
ト
面
で
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
、
十
勝
し
ん
む

ら
牧
場
の
視
察
で
は
、
本
来
の
食
の
あ
り

方
と
環
境
へ
の
配
慮
へ
の
追
求
が
随
所
に

感
じ
ら
れ
た
。

視
察
団
は
、
鹿
追
町
で
中
野
健
治
氏
が

経
営
す
る
「
大
草
原
の
小
さ
な
家
」
を
訪

ね
た
。
中
野
氏
は
、
豚
を
放
牧
し
、
そ
の

豚
肉
や
野
菜
を
調
理
し
た
「
田
舎
料
理
バ

イ
キ
ン
グ
」
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を

経
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
宿
泊
用
ロ
グ
コ

テ
ー
ジ
も
運
営
し
、
泊
ま
り
が
け
で
遊
び

た
い
旅
行
者
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

ツ
ア
ー
の
最
後
は
、
新
得
町
に
あ
る
Ｎ

Ｐ
O
法
人
共
働
学
舎
を
訪
ね
た
。
代
表
者

の
宮
嶋
望
氏
に
、
牛
の
放
牧
か
ら
「
こ
こ

で
し
か
作
れ
な
い
チ
ー
ズ
」
作
り
の
話
を

聞
い
た
。
宮
嶋
氏
の
探
究
心
あ
ふ
れ
る
チ

ー
ズ
作
り
は
世
界
で
認
め
ら
れ
、
国
内
の

み
な
ら
ず
、
海
外
で
も
数
々
の
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

今
回
の
視
察
ツ
ア
ー
で
は
、
畜
産
動
物

と
野
生
動
物
か
ら
恩
恵
を
受
け
、
い
か
に

持
続
可
能
な
農
村
、
ひ
い
て
は
社
会
を
創

る
か
と
い
う
こ
と
に
真
剣
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
自
分
の
役
割
を
果
た
す
人
々
と
出

会
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。

 

（
平
井
ゆ
か
）

16: 十勝しんむら牧場。17: バイオベッド。18: 敷地内に設けられた飲食もで
きる販売店「クリーム・テラス」。自社加工の乳製品や菓子を販売しながら、
ショールームとして情報発信している。乳製品は、放牧牛乳、ミルクジャム、
生クリーム、チーズケーキ、クロテッドクリームなど。とくにオリジナルの
ミルクジャムが人気。19: 新村浩隆氏。20: 山林で放牧されている豚。21:「ク
リーム・テラス」の周囲で草刈りの代わりをしている山羊。ここにも電気柵
がある。22: 大草原の小さな家の放牧養豚。23: 中野健治氏。ポテトスナック
の加工残渣を豚の飼料に使用している。24: 共働学舎代表者の宮嶋望氏。25:
共働学舎のレストラン内で販売されているチーズ。
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